
高校生が中心となって企画・運営
をする「三重県青少年赤十字まつ
り」の内容検討を行いました。参加
した８校の高校生が交流しながら、
どんな内容にしたら来てもらった
人に青少年赤十字の活動やJRC部

の取り組みを知ってもらえるか、真剣に話し合いました。

青少年赤十字創設100周年を記念し、ダンスプロジェクトが始動！あ
の人気ロックバンドGLAYの「YOUR SONG feat. MISIA」の曲に合
わせて創作ダンス動画を作り上げ、世界中の青少年赤十字メンバーと
つながりましょう！というキャッチフレ
ーズで行われました。三重県からは、
「青少年赤十字まつり」でダンスを披
露してくれたB-BOX、G-rowの皆さん
が参加してくれました。

来年度の高校生リーダーを養成するリーダー研修会です。
１回目はWEBで全国の高校生の代表と交流。２回目は日赤
本社にて1日研修会でした。しっかりとバトンを受け継ぎ、令
和５年度を盛り上げてほしいと思います。

　
令
和
４
年
11
月
19
日
・
26
日
の
２
日
間
、「
青
少
年
赤
十
字
創

設
１
０
０
周
年
ス
タ
デ
ィ
ー
・
ツ
ア
ー
」
に
桑
名
市
立
在
良
小
学

校
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
奥
殿
陣
屋
・
博
物
館
明
治
村
の
日
本
赤
十
字
社
中
央
病
院
棟
で

は
、
赤
十
字
の
創
設
者
で
あ
る
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
や
日
本
赤

十
字
社
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
大
給
恒
が
、「
敵
味
方
区
別
な

く
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
っ
た
」
と

い
う
赤
十
字
の
原
点
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
愛
知

県
支
部
、
愛
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
、
日
赤
愛
知
災
害
管
理
セ
ン
タ

ー
棟
で
は
、「
災
害
時
に
苦
し
ん
で
い

る
人
を
救
え
る
よ
う
に
」
と
備
え
ら

れ
て
い
る
赤
十
字
の
災
害
救
護
の
仕

組
み
な
ど
、
赤
十
字
の
今
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
自
分

も
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
」「
ス

タ
デ
ィ
ー
・
ツ
ア
ー
で
学
ん
だ
こ
と

を
学
校
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
、
学
ん
だ
こ
と
や
感
想
を
壁
新

聞
に
ま
と
め
ま
し
た
。
壁
新
聞
は
、

県
内
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
加
盟
校
へ
配
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

本
年
度
は
青
少
年
赤
十
字
創
設
１
０
０
周
年
の
佳
節
に
あ
た
り
、

三
重
県
で
は
多
く
の
方
に
青
少
年
赤
十
字
の
活
動
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
「
青
少
年
赤
十
字
創
設
１
０
０
周
年
記
念
青
少

年
赤
十
字
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」、
令
和
４
年
度「
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
地
域
巡
回
展
示
」、そ
し
て
、１
０
０

周
年
の
総
仕
上
げ
の
取
り
組
み
と
し
て
「
三
重
県
青
少
年
赤
十

字
ま
つ
り
」
を
計
画
し
ま
し
た
。ま
つ
り
当
日
は
４
０
０
０
名

を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
一
日
楽
し
く
す
ご

し
て
も
ら
え
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

１
０
０
周
年
の
取
り
組
み
の
柱
と
な
っ
て
き
た
の
が
国
際
人
道

法
で
す
。第
一
次
世
界
大
戦
時
に
青
少
年
赤
十
字
は
発
足
し
、創
設

１
０
０
周
年
の
年
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。青
少
年
赤
十
字
の
存
在
の
意
義
を
深
く
心
に
と
ど

め
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
現
場
の
話
を
聞
い
た
り
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

避
難
民
人
道
支
援
に
携
わ
っ
た
方
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
研
修
を

重
ね
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

真
剣
に
考
え
、実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
自
体
が
、

１
０
０
周
年
の
大
き
な
意
義
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
三
重
県
支
部
社
屋
移
転
（
津
市
中
勢
北
部
サ

イ
エ
ン
ス
シ
テ
ィ
に
移
転
予
定
）
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
青
少

年
赤
十
字
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
青
少
年
赤
十
字
創
設
１
０
０
周
年

  

ス
タ
デ
ィ
ー・ツ
ア
ー
」に
参
加
し
ま
し
た

　
令
和
５
年
２
月
11
日
（
土
・
祝
）、
本
年
度
最
後
に
あ
た
る
第

３
回
三
重
県
青
少
年
赤
十
字
高
等
学
校
連
絡
協
議
会
及
び
顧
問
会

議
を
三
重
県
最
南
端
の
県
立
紀
南
高
校
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
43
名
、
指
導
者
15
名
、
青
年
赤
十
字
奉

仕
団
２
名
の
60
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
連
絡
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
会
を
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
い
た

先
輩
方
の
「
３
年
生
を
送
る
会
」
を
開
催
し
、
み
ん
な
で
楽
し
く

ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
思
い
出
を
深
め
、
卒
業
さ
れ
る
先
輩
方
か
ら

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
他
校
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
交
流
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
し
、
何
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
培
わ
れ
た
と
思

い
ま
す
」「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
は
必
ず
自
分
た
ち
の
た
め
に
な
る
の
で
、

後
輩
の
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」「
私
た
ち
は
、
こ
れ
か

ら
社
会
に
出
る
人
も
進
学
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
こ
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
な
ど
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
後
輩
た
ち
も
身
を
引
き
締
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
年
生
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
の
約
３
年
間
の
活

動
を
通
し
て
、
制
限
が
あ
る
中
で
し
っ

か
り
取
り
組
め
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

１
年
生
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
活
動
が
オ

ン
ラ
イ
ン
と
な
り
、
そ
の
中
で
も
中
止
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

た
く
さ
ん
の
人
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
そ
の
考
え
を
行
動
に
移
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
を
経
験
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
私
自
身
の
目
標
で
あ
る
「
物
事
を
様
々
な
視
点
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す
。」
と
い
う
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
活
動
を
し
て
い
く
な
か
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
相
手
の

立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
と
意
見
を
た
く
さ
ん
の
人
と
交
換
す
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
戦

争
な
ど
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
問
題
で
あ
っ
て
も

３
年
間
を
通
し
て
学
ん
だ
よ
う
に
、「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」

こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
の
３
年
間
を
ふ
り
か
え
っ
て

白
子
高
校
３
年　
服
部　
恭
吾

午前中は青少年赤十字の活動内容につい
て学んだ後、各校がそれぞれ生徒会活動の
内容を発表。他校の生徒会が行っている取り
組みに刺激を受け、自分たちの活動に取り入
れていきたいという声も多く聞かれました。
午後からベトナムとネパールの日本語学校
生たちと交流活動をスタート。当初の緊張が
ほぐれてくると、積極的にコミュニケーション
を取る姿も見られました。最後は聞き取った
内容を各グループごとに発表。国は違っても
同じ人間であること、おたがいの文化を認め
合う楽しさ、大切さについて学ぶことができ
たという声も聞かれるなど、日頃は知る機会
のない異文化に間近に触れることで、視野を
広げることができる機会となりました。

令和4年度の「中学校連絡協議会 国際交流会」には7校・20名の中学生が参加。生徒会活動に関して意見を交換したり、
ベトナムやネパールの三重日本語学校生たちと交流を行うなど、さまざまな気づきを得られる時間となりました。

中学校連絡協議会 国際交流会

中 学 生

─ ベトナム、ネパールの方 と々の交流 ─

ベトナム

ネパール

令和4年度三重県青少年赤十字

ネパール

初めてネパールの文化に間近に
触れて、新鮮な体験になりました

自分たちの生徒会活動に役立つ
ヒントを得られる機会になりました

おたがいに質問しあう
時間では、活動のアイデアを

一緒に考えました

説明が難しい場面でも、
おたがいに頑張って

伝えようとする姿勢が
見られました

生徒同士で話し合いを進める中で、
リーダーシップが育まれる機会にも。

おたがいの活動内容について生徒たちは
活発に意見を交わし合いました。

各校が生徒会の活動内
容を発表。地域や社会
に貢献したり、PTAと語
り合うなど、自校では行
っていない活動に興味
深く聞き入っていました。

生まれ育った国は違っても同じ人間
同士なんだと、あらためて気づく機
会となりました。

初めて会った異国の人たちと力を合わせて発表物を作り
上げる。貴重な経験となりました。

ネパールでもお箸を使うこと
に驚いたという声も。異文化
の中にも共通点があること
を知ることができました。

令和4年12月10日（土
）

生徒会交流

ベトナム、ネパールの若者たちと
交流。文化の違う相手を認め合う

大切さを知る機会に

国際交流会

思った以上に“言葉の壁”を
感じることなくコミュニケーションが

取れて嬉しかったです

一緒に発表資料作りを
やり遂げることで

繋がりが深まりました

第32号
発
行
者

日
本
赤
十
字
社

　
　
　
三
重
県
支
部

発　
行令

和
五
年
三
月

青
少
年
赤
十
字

初めて会った者同士でも、国境に関係なく仲良くできることを
体験。それこそが今の時代に必要なことだと感じたという声も。

日本とベトナムの違いを知るとともに、
日本という国がベトナムからどのよう
に見えているのかを知ることも新鮮な
経験となりました。

おたがいの国の文化や習慣
について質問しあい、理解を
深めることができました。

青少年赤十字創設100周年

1922年から始まった青少年赤十字活動が2022年で100周年を迎えました。三重県の青少年赤十字のこの１
年を振り返ってみたいと思います。この100周年を記念して、「ポスターコンクール」や「青少年赤十字まつり」
を中心に青少年赤十字の活動を広く県民の皆様や学校・園へ発信してきました。おかげさまで多くの方にご
協力いただき、知っていただくことができました。ありがとうございました。これからも三重県青少年赤十字と
して、未来を担う子どもたちの育成に取り組んでまいります。

この１年をふりかえって

「
３
年
生
を
送
る
会
」を
開
催
し
ま
し
た
!!

三
重
県
青
少
年
赤
十
字
高
等
学
校
連
絡
協
議
会

令和５年３月 青 少 年 赤 十 字 （4）（1） 青 少 年 赤 十 字 令和５年３月

令和４年
３月12日～

４月23日

５月５日

６月１日～

８月１日・２日・
５日・８日・17日

10月23日

11月19日・
26日

12月10日

令和５年
２月11日

３月21日・
25日

三重県の小中高校よ
り19校586点の作品
が集まりました。3月
12日に表彰式を行い、
県総合博物館MieMu
にて2月19日～3月21
日まで展示しました。

青少年赤十字創設100
周年のスタートとして、
「未来のあなたへ、やさし
さを。」のスローガンにつ
いて、全国のみんなと
WEBでつながり、考えて
みよう！という企画です。

全国から多くの方が参加されました！「赤十字・青少年赤十
字の誕生」「指導者が語る青少年赤十字の今」「青少年赤十字
のこれから」という内容で語り合いました。

第１回高等学校連絡協議会
＜青少年赤十字まつり内容検討＞

中学校連絡協議会 国際交流会

青少年赤十字 スタディ・プログラム

愛知県と三重県の小学校６年生の青少年赤
十字メンバーが、赤十字ゆかりの場所と赤十
字施設を巡って赤十字の歴史と今を学び、壁
新聞づくりに取り組みました。三重県からは、
桑名市立在良小学校の６年生２名が参加して
くれました。

３年生を送る会（高等学校連絡協議会）
これまで中心となってJRCの取り組みをひっぱってくれた３
年生の皆さんの卒業を祝う会「３年生を送る会」を行いまし
た。卒業される３年生から力強いメッセージをいただき、後輩
の皆さんが来年度どのような取り組みを展開してくれるか楽
しみです。３年生リーダ―を務めた２名に三重県支部から感
謝状を贈呈させていただきました。

＜巡回展示＞
・4/20～5/15 度会町役場　・5/17～5/29 松阪市役所
・6/1～6/23 桑名市役所　  ・9/7～9/29 尾鷲市福祉保健センター

青少年赤十字創設100周年記念事業
青少年赤十字ポスターコンクール
受賞作品展

小学校トレセンは本年度も中止。
中学校トレセンは、２日間開催し、仲間とと
もに「気づき・考え・実行する」リーダーにな
るための研修を行いました。
高校トレセンも２日間開催し、２日目は北

部校・南部校に分かれて「三重県青少年赤十字まつり」の具体的な取り
組みについての意見を出し合いました。

三重県青少年赤十字 中学校トレセン・高校トレセン

青少年赤十字創設100周年 スタディー・ツアー

青少年赤十字創設100周年
オープニングイベント

青少年赤十字創設100周年記念ダンス企画
「つながるダンスプロジェクト」

青少年赤十字創設100周年記念事業
「三重県青少年赤十字まつり」

参加校は、橋北中学校・西橋内中学校・南が丘中学校・豊里中学校・久居中学校・久居東中学校・みさとの丘学園になります。 ※７校とも津市内の学校

津市立西橋内中学校にて開催。三重日本語
学校の生徒さん10名と津市内の中学校7校
の生徒さん20名が参加し、国際交流会を開
催しました。午前中は生徒会活動交流、午後
はネパール・ベトナムの国の文化を教えてもら
いました。

三重県総合博物館MieMuのコーポレーションデーとして、
全館貸切で開催しました。館内１階は、高校生８校のブース
発表や地域奉仕団の炊き出し体験、健康測定などを行いま
した。２階では、赤十字奉仕団（無線・安全・点訳・地域）の
皆さんがブースを展開。青少年赤十字ポスター展示やハー

トラちゃんと写真撮影コーナーなど盛りだくさん。駐車場ではキッチンカーもたくさん
出ていただき、献血車体験・職業体験・ステージ企画（ダンス・大道芸・高校生発表）な
どで賑わい、当日は4,000名を超える方々に楽しんでいただきました。



青 少 年 赤 十 字

令和 4年10月23日（日）、青少年赤十字創設100周
年を記念して「三重県青少年赤十字まつり」が開催
されました。県内 8校の JRC 高校生メンバーたちが
中心となって企画・運営に携わり、例年の「青少年
赤十字のつどい」をブラッシュアップした盛大な催
しを企画。夏のトレセンでは具体的な取り組みにつ
いて活発な意見交換が行われました。
当日は三重県総合博物館 MieMu のコーポレーシ
ョン・デー企画を活用してほぼ貸切状態に。各校の
活動内容の披露に加えて、赤十字奉仕団の皆さんに
よる無線や点図作成などのイベントを実施。さらに、
イベント企画会社の協力を得て屋外会場では各種キ
ッチンカーの出店やクレーンゲームなどの職業体験
イベントを実施。ダンスや大道芸などのステージイ
ベントも行われるなどさまざまな趣向を凝らし、告
知活動にも力を入れた結果、当初の目標を大きく上
回る約 4,000名を超える来場者で賑わいました。
開催まで多くの時間を費やしましたが、参加した
生徒たちにとって、自分たちで「気づき」「考え」「実
行する」大きな経験になってくれたことと思います。

会場入り口にブースを設けて、国内の災害を
支援するための募金を呼びかけました。

会場入り口で募金活動を実施。
多くの人たちが足を止めて、注目
してくれました。

「募金活動を行う中で、多くの
バトンが合わさって人と人とは
繋がっているということを実
感しました」
「今、普通の生活を送れている
ことへの感謝とともに、苦しい
状況が一秒でも早く改善され
てほしいと思いました」
「自分ひとりでは難しいと思え
るようなことでも、周りと協力
して素晴らしいものにするこ
とができました」

募金箱には来場した子どもたちが寄
付のお金を入れてくれる姿も見られ
ました。生徒からはこれからは子ども
向けのお礼の品をもっと用意してお
こうという声も聞かれました。

青少年赤十字ポスターコンクー
ル受賞作品も展示されました。

三重テレビやFM三重に出演して、「三重県青少年赤十字まつ
り」のPRをしました。

生徒たちからは、「前を通る
人の意識や視線を集中させ
ることが重要」。「募金活動で
は、ブースのデザインや雰囲
気がより重要になってくるこ
とを学ぶことができた」とい
う声も聞かれました。

参加したスタッフは総勢169名。三重大学教育学部1年生の学生ボランティアも応援に来てくれました。

三重県青少年赤十字まつり三重県青少年赤十字まつり青少年赤十字創設100周年記念事業

会場内を歩き回って
子どもたちにいっぱい

声をかけてもらえたのが
嬉しかったです

1投ごとに熱い視線が。
誰もが一緒に楽しめる

「ボッチャ」の魅力を
味わってもらいました

子どもたちからの
「ありがとう」が

大きな励みになりました

車いす体験は
新たな気づきを感じて

もらえる時間に

長期間にわたる準備を重ねて迎えた
「青少年赤十字まつり」当日。

天候にも恵まれ
多くの方に楽しんでもらえる、

充実した1日となりました

思っていたより多くの
小さい子どもたちが

来てくれて、
楽しんでくれました

上達するにつれて
笑顔を見せてくれる
子どもたちの姿が

とても印象に
残りました

令和4年10月23日（日
）

高校生たちが中心となって企画・運営にあたった「三重県青少年赤十字まつり」。約4,000名を超える皆さんに
ご来場いただき、盛大に開催されました。イベントの様子や高校生たちの声をご紹介します。

「予想していたよりも多くの人
が募金してくださり、想像以上
の募金額が集まったので嬉し
かったです。募金してくれた人
の割合は子どもが多くて、自分
の中で意外でした。少しずつで
はあるけど、社会の状況と共に
子どもたちの世界に対する興
味や意識が変化しているのか
なと感じました」

「子どもたちに問題の意味やヒ
ントをわかりやすく伝えるのが
難しかったけれど、子どもたち
とふれ合えてとてもいい経験に
なりました」
「今後の取り組みでは、SDGｓ
の一つ「海の豊かさを守ろう」
の実現に繋げていきたい。いつ
かは海の底が見えるくらい綺麗
な海にしていきたいです」

国内災害義援金募金

四日市四郷高校

クロスワードクイズを通じて、子ども
たちにSDGsの取り組みの大切さを
伝えました。

さまざまな形状のバルーンアートを
作って、来場者の皆さんに楽しんで
もらいました。 屋外ステージでジャグリング

を披露。その後、多くの子ども
たちに楽しさを伝えました。

「来場してくれた人たちを迎え
て自ら話しかけるのは少し勇気
が要ることでしたが、会場内で
多くのお客さまに話しかけるこ
とができ、成長を感じることが
できました」
「これからもこのようなイベント
を開催する機会があると思うの
で、自分たちもリーダーシップを
発揮できるよう、この経験を生
かしていこうと思いました」

小さな子どもたちにバルーン
アートを選んでもらうときには、
しゃがんで一緒に選んだり、全
色のバルーンを見せてどの色
がいいか指をさしてもらったり
する姿も。色々な人と接する中
で、一人ひとりに楽しく過ごし
てもらうための工夫を学ぶ機
会にもなりました。

バルーンアート
館内ぐるぐるスタンプ

ラリー

木本高校

ハンドベル演奏体験
手作りクリスマス飾り

販売

久居農林高校

ジャグリング
車いす体験
白子高校

伊勢赤十字病院・看護師長安藤恵理さんに、2017年に日本
赤十字社の医療チームの一員としてバングラデシュの避難
民キャンプに派遣されて医療支援の活動を行った際の経験
を話していただきました。真剣な面持ちで安藤さんのお話
に聞き入る生徒たち。安藤さんは未来を拓く高校生たちに、 
「白分のできること、したいことを目指して将来に向けて知
識を備えることや、いろんな経験をすることが必ず自分の成
長につながる」と力強いメッセージを送ってくれました。

特設ステージではダンスグループや話題の親子大道芸人「吉田さんちの大道
芸」のステージが披露され、最後にはお菓子まきを実施。集まった人たちは大い
に盛り上がりました。参加したダンスチームには、青少年赤十字創設100周年事
業「つながるダンスプロジェクト」にも参加してもらいました。野外会場では、血
液センターブースの献血車乗車体験をはじめ、キッチンカーやクレーン車を使っ
たゲーム、庭師体験などのお楽しみも。会場は終始賑わいを見せていました。

高校生の活躍の場を盛り上げるために、赤十字
奉仕団の皆さんにも青少年赤十字まつりに参加
していただきました。無線体験や点図作成、赤十
字バッジ作りやAED体験、ハートラちゃんのプラ
バン作りやお面つくりなど、活発にブースを展開。
多くの子どもたちに、楽しみながら赤十字の活
動への興味を広げる機会を提供してくれました。

記念講演
「国際赤十字活動と人道支援」
～バングラデシュ避難民キャンプでの活動を通じて～

ステージ•協賛団体企画

赤十字奉仕団

人々 が善意のバトンを
繋げていく大切さを知る

機会になりました

会場の一角ではボッチャや射的
に興じる子どもたちの楽しげな
声が響いていました。

「子どもたちがたくさん来てく
れて嬉しかったです。ボッチャ
がたくさんの人に知ってもらえ
るといいなと思いました」
「予想以上の人出で、割り箸鉄砲
の射的の景品がお昼前にはすべ
てなくなってしまうほどでした」
「小さな子どもたちの来場が多
かったので、飾り付けはいつも
より可愛らしくしておいてもよ
かった」

これだけの大きなイベン
トの企画・運営に携わる
のは生徒たちにとって初
めてのこと。達成感と反
省が入り混じった経験は
今後の成長の糧になり
ます。

みんなで日々練習してきたジャグ
リング。失敗しながらも最後までや
り遂げることができ、大きな達成感
を感じることができました。

皆で息を合わせて特設ステ
ージで演奏。緊張しながらも
充実感の感じられる体験に。

「募金活動でクリスマス・正月
飾りを販売して支援活動を知
ってもらえたし、自分も活動に
協力できてよかったです」
「多くの方に青少年赤十字の
活動を知ってもらえる活動を
続けていくことが大切」
「他校の取り組みを見ていると
大人から子どもまで興味を持
てそうな楽しい企画がたくさ
んあって、自分たちの今後の活
動の参考になりました」

特設ステージでハンドベル演奏を披
露した後は、会場内のブースで子ども
たちにハンドベル体験を楽しんでも
らいました。ブースではクリスマスや
正月飾りを販売しながら募金活動も
実施。ステージの緊張と子どもたちと
ふれあう楽しさを味わい、生徒たち
は実り多い1日を過ごすことができま
した。

大人や小さな子どもといった普段の学校生
活では交流のない年齢層の人たちに対して、
もっと普段から積極的に関わり、いざとな
ったときに助けられる人になりたいと思っ
たという感想を述べる生徒もいました。

「子どもたちとのジャグリング
体験では、人に何かを教えるこ
との難しさを感じました。それ
でも、一緒に練習して上手くで
きるようになった子どもたち
からは感謝の言葉をもらえて
嬉しかったです」
「ジャグリング体験によって、
初めて会った相手ともコミュ
ニケーションを深めることが
できるんだと学ぶことができ
ました」

“接客”には少し
不安がありましたが

勇気を出して
頑張りました

SDGsクロスワード
クイズでおかしGET！

高田高校

ウクライナ人道危機
救援金募金
飯野高校

ボッチャ·射的

紀南高校・東紀州くろ
しお学園

演奏を聞いてくれた
お客さんの拍手が

とても嬉しかったです

募金を呼びかけることの
難しさも知りました。

今後の活動に役立てていきます

令和5年３月（3） （2）令和5年３月

生徒の声

生徒の声

生徒の声

生徒の声

生徒の声生徒の声

生徒の声


